
No. 推奨事業メニュー 交付対象事業の名称

事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業始期 事業終期

1
④消費下支え等を通
じた生活者支援

水道基本料金減免事業（物価高騰対
策）

①物価高騰の影響を受けている市民生活や事業活動の支援と、夏の猛暑に
おける熱中症対策の支援を目的として、下記のとおり水道料金の減額を行
います。
②水道基本料金減免　Ｒ8.6～Ｒ8.9（4か月分） 
　　　　　　　　　　　　　　Ｒ8.12～Ｒ9.1（2か月分）
　　　　　　　　　　　　　　合計6か月分（官公庁（公共施設）を除く）
     水道料金減免額　632,168,130円（6か月分）
     事務費　　 5,280,000円      合計　637,448,130円
③口径13㎜・20㎜ 1,870円×108,131栓×3回=606,614,910円
口径25㎜　3,080円×1,053栓×3回= 9,729,720円
口径30㎜　4,400円×236栓×3回= 3,115,200円
口径40㎜　6,050円×308栓×3回= 5,590,200円
口径50㎜12,100円×130栓×3回= 4,719,000円
口径75㎜17,600円× 22栓×3回= 1,161,600円
口径100㎜ 38,500円×3栓×3回= 346,500円      
口径150㎜ 99,000円×3栓×3回= 891,000円                          　　　　　　　　　　                
システム改修費　　 5,280,000円
④官公庁を除く全口径、全ての水栓

R8.4 R9.2

2
②物価高騰に伴う低
所得者世帯・高齢者
世帯支援

高齢者物価高騰対策支援事業

①食料品等の物価高騰の影響が大きい高齢者に対し、市内共通商品券を
配布することにより、高齢者の方々の生活を支援するもの。
②市内共通商品券の発行及び精算に係る経費
商品券額面　27,100人　×　3,000円　＝81,300,000円
事務費　13,800,875円
③
○商品券発行事務及び換金業務委託料　83,169,900円
・発行委託料　1,869,900
　　　商品券　162,600枚×9円＝1,463,400
取扱店チラシ　27,100枚×15円＝406,500
・換金業務　81,300,000
対象者　27,100人×3千円（500円券×6枚）
○郵便料　9,539,200円
・書留送付分27,100人×（110円＋210円）＝8,672,000
　・返戻分（１割）　2,710人×（110円＋210円）＝867,200
○印刷製本費　819,775円
　発送用封筒・窓付き封筒　27,100枚×25円×1.1　＝745,250
　返戻分　2,710枚×25円×1.1　＝74,525
○消耗品　100,000円
○職員手当　1,472,000円
④市内に在住の　80歳以上の高齢者
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